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予
算
編
成
の
基
本
的
な
考
え
方

　

世
界
の
政
治
経
済
情
勢
が
大
き
く
変

化
し
続
け
る
中
、
国
の
景
気
対
策
、
経

済
財
政
政
策
な
ど
を
踏
ま
え
、
平
成
22

年
度
予
算
は
、
21
年
度
に
引
き
続
き
、

市
独
自
の
景
気
雇
用
対
策
を
実
施
す
る

こ
と
、
ま
た
、
さ
ら
な
る
行
政
改
革
を

進
め
、
必
要
な
施
策
に
は
積
極
的
に
投

資
し
て
い
く
こ
と
な
ど
を
基
本
ス
タ
ン

ス
と
し
て
、
予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

　

特
に
、
市
独
自
の
景
気
雇
用
対
策
に

つ
い
て
は
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
促
進
事

業
、
身
近
な
道
路
緊
急
整
備
事
業
に

そ
れ
ぞ
れ
１
億
円
、
畜
産
緊
急
対
策
事

業
に
６
千
４
０
０
万
円
、
新
卒
１
０
０

㌫
雇
用
奨
励
金
お
よ
び
新
規
１
０
０
人

雇
用
奨
励
金
に
３
千
６
０
０
万
円
の
総

額
３
億
円
を
計
上
し
、
平
成
21
年
度
の

「
５ゴ
ー
・
５ゴ
ー

サ
ポ
ー
ト
予
算
」
に
引
き
続
き
、

「
３サ
ン

・
０ゼ
ロ

サ
ポ
ー
ト
予
算
」
を
編
成
し
ま

し
た
。

平
成
22
年
度
の
予
算
の
姿

　

一
般
会
計
予
算
は
、
６
６
２
億
５
千

万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
出
面
で
は
、
市
独
自
の
景
気
雇
用

対
策
に
３
億
円
を
計
上
し
、
ま
た
、
子

ど
も
手
当
が
新
た
に
支
給
さ
れ
る
こ
と

な
ど
に
よ
り
、
扶
助
費
が
23
億
８
千
万

円
増
加
の
１
５
２
億
１
千
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。
一
方
、
人
件
費
は
、
職
員

数
の
減
少
な
ど
に
よ
り
、
３
億
７
千
万

円
減
少
の
１
２
１
億
５
千
万
円
と

な
り
、
ま
た
、
普
通
建
設
事
業
費

は
、
大
型
事
業
の
終
了
な
ど
に
よ
り

22
億
８
千
万
円
減
の
74
億
７
千
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
入
面
で
は
、
市
税
が
前
年
度
当
初

予
算
と
ほ
ぼ
同
額
の
１
７
１
億
４
千
万

円
、
地
方
交
付
税
は
１
億
円
増
加

の
１
８
９
億
２
千
万
円
、
国
・
県

支
出
金
は
、
25
億
６
千
万
円
増
加
の

１
３
６
億
３
千
万
円
を
見
込
ん
で
い
ま

す
。

　

ま
た
、
新
規
市
債
発
行
額
は
、
臨
時

財
政
対
策
債
が
増
加
す
る
一
方
、
大

型
事
業
が
終
了
し
た
こ
と
な
ど
に
よ

り
、
60
億
５
千
万
円
と
前
年
度
に
比
べ

９
億
９
千
万
円
の
減
少
と
な
り
ま
し

た
。
市
債
残
高
は
、
普
通
会
計
、
全
会

計
と
も
に
減
少
傾
向
で
あ
り
、
こ
の
こ

と
は
、
平
成
22
年
度
予
算
が
財
政
健
全

化
を
進
め
な
が
ら
、
景
気
雇
用
対
策
を

も
実
施
し
て
い
く
姿
を
示
し
て
い
ま

す
。

平成22年度の予算の姿

～景気雇用対策予算に３億円を計上～



身
近
な
道
路
緊
急
整
備
事
業

〈
事
業
費
１
億
円　

経
済
波
及
効
果
１
億
５
千
万
円
〉
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市
内
の
施
工
事
業
者
を
利
用
し

て
、
自
宅
の
修
繕
や
補
修
、
改
築
、

増
築
な
ど
の
工
事
を
行
う
際
に
、
そ

の
経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。
な

お
、
昨
年
度
か
ら
の
継
続
事
業
で
す

が
、
今
年
度
が
最
終
と
な
り
ま
す
。

※
申
し
込
み
時
に
す
で
に
着
手
し
て

い
る
も
の
、
申
請
手
続
き
中
に
着

手
す
る
も
の
は
対
象
外
。
予
算
枠

に
到
達
し
た
時
点
で
終
了

　

原
油
価
格
や
飼
料
価
格
の
高
騰
、

長
期
化
す
る
景
気
低
迷
に
よ
り
、
畜

産
経
営
は
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。
そ
の
た
め
、
畜
産
業
の
経
済

対
策
と
し
て
都
城
牛
繁
殖
素
牛
促
進

事
業
や
乳
用
後
継
牛
育
成
対
策
事

業
、
養
鶏
農
家
生
産
向
上
緊
急
支
援

事
業
の
３
つ
の
既
存
事
業
を
拡
充
し

て
行
う
と
と
も
に
、
以
下
の
２
つ
の

新
規
事
業
を
行
い
ま
す
。

●
対
象
住
宅

　

市
内
に
あ
る
自
分
の
持
ち
家
お
よ

　

び
こ
れ
に
付
属
す
る
施
設

※
店
舗
、
事
務
所
、
賃
貸
住
宅
な
ど

　

は
対
象
外

●
補
助
額　

20
万
円
以
上
の
工
事
に

対
し
10
㌫
を
補
助
（
上
限
10
万
円
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

工
業
振
興
課

　

☎
23

－

７
８
６
６

景
気
雇
用
対
策
事
業

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
促
進
事
業
（
継
続
）

〈
助
成
額
１
億
円　

事
業
費
18
億
円
超　

経
済
波
及
効
果
27
億
円
〉

畜
産
緊
急
対
策
事
業

〈
事
業
費
６
、４
０
０
万
円　

経
済
波
及
効
果
１
億
３
千
万
円
〉

●
種
雄
豚
導
入
支
援
緊
急
対
策
事
業

　

種
雄
豚
の
更
新
を
行
う
農
家
に
導

入
金
額
の
一
部
を
助
成
（
１
頭
当
た

り
上
限
５
万
円
）

●
マ
ニ
ュ
ア
ル
子
牛
導
入
支
援
緊
急

対
策
事
業

　

粗
飼
料
を
十
分
与
え
ら
れ
、
審
査

機
関
で
認
定
さ
れ
た
子
牛
を
、
肥
育

素
牛
と
し
て
導
入
し
た
肥
育
農
家
に

１
頭
当
た
り
５
万
円
以
内
を
助
成

　

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
今
ま
で

市
民
か
ら
の
要
望
に
応
え
ら
れ
な
か

っ
た
身
近
な
道
路
の
側
溝
や
路
面
の

整
備
を
行
い
、
生
活
環
境
の
改
善
を

図
り
ま
す
。

　

市
内
の
雇
用
拡
大
を
図
り
、
１
人

で
も
多
く
の
人
が
就
職
で
き
る
よ

う
、
新
卒
１
０
０
㌫
雇
用
奨
励
金
と

新
規
１
０
０
人
雇
用
奨
励
金
を
創
設

し
、
該
当
す
る
事
業
所
な
ど
に
支
給

し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
新
卒
で
雇

用
の
決
ま
っ
て
な
い
１
４
０
人
と
新

規
１
０
０
人
の
計
２
４
０
人
の
雇
用

を
図
り
ま
す
。

新
卒
１
０
０
㌫

新
規
１
０
０
人

〈
事
業
費
３
、６
０
０
万
円　

経
済
波
及
効
果
４
億
５
千
万
円
〉

雇
用
奨
励
金

景
気
を
下
支
え
す
る　
　
　

つ
の
メ
ニ
ュ
ー

平成22年度当初予算



662億5,000万円（対前年度比0.9％減）

款 名 平成21年度
当初予算額A

平成22年度
当初予算額B

増減額
B－A 増減の主な要因

議会費 422,689 356,637 △ 66,052 議員定数の減などによる減額
総務費 7,618,364 7,120,557 △ 497,807 都城島津家歴史資源活用事業などの事業終了

民生費 21,959,821 24,052,977 2,093,156
子ども手当給付費、地域介護・福祉空間整備等事業、介
護基盤緊急整備等特別対策事業、障害者福祉サービス給
付費などの増額

衛生費 4,405,886 4,663,177 257,291 広域救急医療整備事業、クリーンセンター建設事業などによる増額

労働費 14,899 46,742 31,843 新卒 100％雇用奨励金、新規 100 人雇用奨励金などによる増額
農林水
産業費 3,965,574 3,698,649 △ 266,925 強い産地づくり対策事業、都城盆地土地改良基金などによる減額

商工費 2,893,828 2,332,591 △ 561,237 かかしの里ゆぽっぽ家族湯等整備事業、プレミアム商品券発行支援事業の事業終了
土木費 6,111,332 5,553,393 △ 557,939 公営住宅建設事業、まちづくり交付金事業の事業終了
消防費 2,005,874 1,954,071 △ 51,803 人件費などによる減額

教育費 7,064,413 5,490,434 △ 1,573,979 大学施設等整備事業、安久小学校建設事業、西小学校建設事業などの事業終了
その他 10,367,320 10,980,772 613,452
合　計 66,830,000 66,250,000 △ 580,000

歳　出
662億5,000万円

歳　入
662億5,000万円

一般会計歳出予算費目別一覧

一般会計予算

一般会計歳入歳出総額

42010.4

その他
215億8,000万円
（32.6％）

扶助費
152億1,000万円
（22.9％）

人件費
121億5,000万円
（18.3％）

公債費
98億4,000万円
（14.9％）

普通建設事業費
74億7,000万円
（11.3％）

市債
60億5,000万円
（9.1％）

国・県支出金
136億3,000万円
（20.5％）

その他
105億1,000万円
（15.9％）

市税
171億4,000万円
（25.9％）

地方交付税
189億2,000万円
（28.6％）



市債残高の推移

実質公債費比率の比較（県内９市）

～県内９市の中でも健全な運営～
平成19年６月から施行された「地方公共団体の財
政健全化に関する法律」に基づく指標によると、
平成20年度決算における本市の実質公債費比率は
県内９市で最も低く、また、将来負担比率は、え
びの市についで２番目に低い状況です。こうした
ことから本市は健全な財政運営が図られていると
いえます。

～市債残高は 17 年度以降減少傾向～
合併後の４年間に取り組んだ行財政改革の成
果として、市の借金である市債を減らすこと
ができました。

20

15

10

5

0

（％）

え
び
の
市

宮
崎
市

小
林
市

串
間
市

延
岡
市

日
向
市

西
都
市

日
南
市

（億円）
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月額30万円の家計とすると

収　入支　出
都城市の家計簿

項　　　目 金　額 割　合
給料（地方税など） 約9.2万円 約30.5%

子どもからの仕送り（地方交付税） 約8.6万円 約28.6%

親戚などからの援助（国・県補助金） 約6.2万円 約20.6%

その他の収入（使用料・手数料など） 約2.3万円 約7.8%

新たな借金（市債） 約2.7万円 約9.1%

預金からの取り崩し（繰入金） 約１万円 約3.4%

合　　　　　計 30万円 100%

項　　　目 金　額 割　合
食費（人件費） 約5.5万円 約18.3％

保険料や医療費（扶助費） 約6.9万円 約23.0％

家の増改築・修理（投資的経費） 約3.5万円 約11.6％

ローン返済（公債費） 約4.5万円 約14.8％

預貯金（積立金） 約0.2万円 約0.8％

その他（物件費・維持補修費） 約9.4万円 約31.5％

合　　　　　計 30万円 100%

用
語
の
解
説

市
債　

建
設
事
業
や
災
害
復
旧
事

業
な
ど
の
財
源
と
な
る
借
入
金

扶
助
費　

生
活
保
護
や
児
童
・
老

人
福
祉
事
業
な
ど
に
要
す
る
経

費
公
債
費　

市
が
発
行
し
た
市
債

（
借
金
）
返
済
の
た
め
の
経
費

総
務
費　

課
税
、
戸
籍
、
選
挙
な

ど
の
経
費

民
生
費　

高
齢
者
や
児
童
、
障
が

い
者
な
ど
の
福
祉
の
た
め
の
経

費
衛
生
費　

保
健
衛
生
や
清
掃
な
ど

の
経
費

教
育
費　

教
育
や
文
化
財
保
護
、

ス
ポ
ー
ツ
振
興
な
ど
の
経
費

全
会
計　

一
般
会
計
、特
別
会
計
、

企
業
会
計
を
合
わ
せ
た
も
の

実
質
公
債
費
比
率　

市
の
自
由
に

な
る
歳
入
の
う
ち
全
会
計
の
借

入
金
返
済
に
充
て
た
割
合

合
併
特
例
債　

合
併
後
の
10
年
間

に
限
り
、
市
が
発
行
で
き
る
地

方
債
。償
還
に
要
す
る
費
用
は
、

後
年
度
の
交
付
税
で
70
㌫
措
置

臨
時
財
政
対
策
債　

地
方
交
付
税

の
代
わ
り
と
し
て
市
が
発
行
す

る
地
方
債
。
償
還
金
は
、
後
年

度
の
交
付
税
で
１
０
０
㌫
措
置

12.3 12.3 12.8
14.1 14.4 14.7 15.1

16.9
17.9

1,400

1,200

1,000

800
H17 H18 H19 H20 H21 H22

127億円削減

平成22年度当初予算



五
十
市
地
区
公
民
館
建
設
事
業

１
億
８
、４
０
１
万
円

　

生
涯
学
習
や
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
の
拠
点
と
し
て
、
五
十
市
地
区

公
民
館
を
建
て
替
え
ま
す
。
平
成

22
年
度
か
ら
23
年
度
に
か
け
て
、

本
体
施
設
や
駐
車
場
、
多
目
的
広

場
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

山
之
口
小
学
校
建
設
事
業

（
危
険
改
築
・
大
規
模
改
造
）

１
億
７
、３
６
３
万
円

　

山
之
口
小
学
校
の
校
舎
の
一
部

が
耐
震
診
断
に
よ
り
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
強
度
不
足
が
判
明
し
た
こ

と
か
ら
、
解
体
し
て
新
た
に
建
設

し
ま
す
。
ま
た
、
併
せ
て
隣
接
し

て
い
る
別
の
校
舎
も
老
朽
化
が
著

し
い
た
め
、
校
舎
の
大
規
模
改
造

や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
整
備
を
行
い
ま

す
。

12

地
域
別
事
業
内
容
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総合計画に沿った
事業紹介

　

市
民
が
主
役
の
ま
ち

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
設
置
推
進
事
業

１
、０
１
５
万
円

　

中
学
校
区
を
基
本
単
位
と
し
て
設
立

す
る
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
に
つ
い
て
協

議
を
行
う
住
民
自
治
検
討
会
議
に
補
助

金
を
交
付
し
、
地
域
を
支
援
し
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
平
成
22
年
度
か
ら
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
が
設
立
さ
れ
る
予
定
の

６
地
区
に
は
、「
我
が
ま
ち
交
付
金
」

を
交
付
し
て
組
織
の
確
立
や
事
業
推
進

に
向
け
た
支
援
を
行
い
ま
す
。

電
子
入
札
シ
ス
テ
ム
導
入
事
業

１
、２
５
０
万
円

　

工
事
や
委
託
な
ど
の
入
札
手
続
き
の

事
務
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
経
由
で
行
う
こ
と
で
、
透
明

性
の
確
保
や
品
質
・
競
争
性
の
向
上
、

コ
ス
ト
の
縮
減
、
事
務
の
迅
速
化
を
図

り
ま
す
。
平
成
23
年
度
か
ら
一
定
金
額

以
上
の
条
件
で
実
施
し
、
段
階
的
に
範

囲
を
拡
大
し
て
い
き
ま
す
。

　

ゆ
た
か
な
心
が
育
つ
ま
ち

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
事
業

１
億
５
、７
５
０
万
円

　

共
働
き
や
一
人
親
家
庭
の
子
ど
も
た

ち
の
放
課
後
な
ど
の
生
活
を
守
る
た
め

に
、
保
護
者
会
へ
の
事
業
委
託
な
ど
を
含

め
39
の
児
童
ク
ラ
ブ
を
開
設
し
ま
す
。

子
ど
も
手
当
給
付
費28

億
８
、３
２
７
万
円

　

次
世
代
を
担
う
子
ど
も
一
人
一
人
の

成
長
を
社
会
全
体
で
応
援
す
る
た
め
、

所
得
制
限
を
設
け
ず
に
、
中
学
校
卒

業
ま
で
の
子
ど
も
１
人
に
つ
き
、
月
額

１
万
３
、０
０
０
円
の
子
ど
も
手
当
を

支
給
し
ま
す
。
た
だ
し
、
６
月
支
給
分

の
う
ち
、
２
月
分
と
３
月
分
の
２
カ
月

分
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
児
童
手

当
分
の
み
の
支
給
に
な
り
ま
す
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
13
㌻
上
段
参
照

小
学
校
図
書
館
サ
ポ
ー
タ
ー
配
置
事
業

４
３
９
万
円

　

児
童
が
読
書
へ
の
興
味
や
関
心
を
持

ち
、
進
ん
で
読
み
た
く
な
る
よ
う
な
学

校
図
書
館
の
環
境
に
す
る
た
め
、
小
学

校
37
校
に
７
人
の
学
校
図
書
館
サ
ポ
ー

タ
ー
を
派
遣
し
ま
す
。



高
城
運
動
公
園
整
備
事
業

１
、１
０
０
万
円

　

利
用
者
が
安
全
で
快
適
に
競
技

で
き
る
よ
う
に
、
衝
突
な
ど
に
よ

る
け
が
を
防
ぐ
た
め
、
野
球
場
の

側
壁
へ
衝
撃
緩
衝
材
（
ラ
バ
ー
）

を
設
置
し
ま
す
。

道
路
改
良
事
業

１
、５
０
０
万
円

　

山
田
町
の
下し

も

是じ

・
池い

け

之の

原は
る

線
に

架
か
る
千せ
ん
が
ん
ま
つ

貫
松
橋
の
橋
り
ょ
う
架

け
替
え
や
前
後
に
接
続
さ
れ
て
い

る
道
路
の
改
良
の
た
め
、
測
量
な

ど
の
検
討
を
行
い
ま
す
。

高
崎
総
合
公
園
施
設
整
備
事
業

た
ち
ば
な
天
文
台
活
性
化
事
業

１
、１
５
３
万
円

　

数
多
く
の
人
に
天
文
学
習
の
場

を
提
供
し
て
い
る
た
ち
ば
な
天
文

台
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
を
、
老
朽

化
の
た
め
更
新
し
ま
す
。
ま
た
、

自
然
科
学
や
最
新
科
学
の
紹
介
な

ど
の
講
座
を
開
催
す
る
た
め
、
指

導
員
と
補
助
員
を
配
置
し
ま
す
。

3
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そのほかの事業内容
市民が主役のまち

総額177億5,643万円
ＮＰＯ等協働体制確立事業、
中山間地域集落点検モデル事
業、地域活性化事業、行政人
材育成事業ほか

ゆたかな心が育つまち
総額681億8,619万円

広域救急医療整備事業、地域
グリーンニューディール基金
事業、地域包括支援センター
運営事業、母子家庭自立支援
給付金事業ほか

緑あふれるまち
総額25億8,555万円

リサイクル活動推進事業、指
定ごみ袋事業、志和池最終処
分場第２期建設事業、駒発電
所施設整備事業ほか

活力あるまち
総額231億647万円

農業安全・安心対策資金利子
補給金、みやざきモデル食育・
地産地消推進事業、農村環境
計画策定事業、関之尾緑の村
施設改修事業ほか

　

緑
あ
ふ
れ
る
ま
ち

自
治
公
民
館
環
境
保
全
活
動
支
援
事
業

６
０
０
万
円

　

市
民
と
協
働
で
地
域
の
環
境
保
全
に

取
り
組
む
た
め
、
自
治
公
民
館
へ
の
支

援
を
通
じ
て
、
環
境
美
化
の
日
や
県
下

一
斉
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
宮
崎
へ
の
参
加

促
進
、
不
法
投
棄
の
防
止
、
ご
み
出
し

マ
ナ
ー
の
向
上
の
た
め
の
啓
発
を
行
い

ま
す
。

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業

３
億
５
、７
０
０
万
円

　

清
掃
工
場
の
老
朽
化
に
伴
い
、
新
た

な
ご
み
焼
却
施
設
と
な
る
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
を
建
設
し
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
は
、
地
区
住
民
と
の
協

議
を
重
ね
た
上
で
、
建
設
の
た
め
の
敷

地
の
造
成
工
事
や
用
水
施
設
工
事
、
事

業
者
選
定
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
（
助
言
・

検
討
）
業
務
委
託
を
行
う
予
定
で
す
。

　

活
力
あ
る
ま
ち

●
工
業
用
地
造
成
事
業

　
【
特
別
会
計
】
３
億
８
、７
９
５
万
円

●
雇
用
創
出
ゾ
ー
ン
関
連
整
備
事
業

　
【
一
般
会
計
】
１
億
２
、７
２
０
万
円

　

サ
ブ
シ
テ
ィ
構
想
で
位
置
付
け
た
戦

略
的
振
興
拠
点
で
あ
る
雇
用
創
出
ゾ
ー

ン
に
都
城
イ
ン
タ
ー
工
業
団
地
を
整
備

し
ま
す
。こ
れ
に
よ
り
、都
城
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
の
潜
在
的
な
可
能
性
を
最
大

限
に
生
か
し
て
、
周
辺
の
居
住
・
営
農
・

文
化
教
育
な
ど
と
の
調
和
を
図
り
、
新

た
な
雇
用
創
出
に
よ
る
発
展
を
目
指
し

ま
す
。

　

平
成
22
年
度
は
、
特
別
会
計
で
工
業

用
地
造
成
に
必
要
な
用
地
取
得
や
建
物

補
償
を
、
一
般
会
計
で
道
路
な
ど
の
公

共
施
設
に
必
要
な
用
地
取
得
や
建
物
補

償
な
ど
を
行
い
ま
す
。

都
城
牛
繁
殖
素
牛
促
進
事
業

乳
用
後
継
牛
育
成
対
策
事
業

１
、７
０
６
万
円

　

畜
産
農
家
へ
の
緊
急
経
済
対
策
と
し

て
、
農
協
主
催
の
郡
市
和
牛
共
進
会
に

出
品
さ
れ
た
牛
の
購
入
費
の
助
成
額
を

増
額
し
ま
す
。
ま
た
、
乳
用
牛
の
後
継

牛
育
成
の
た
め
、
社
団
法
人
宮
崎
県
畜

産
公
社
に
育
成
牛
を
預
け
る
の
に
か
か

る
経
費
の
助
成
を
増
額
し
ま
す
。

　一般会計予算
662億5,000万円　

　特別会計予算
415億9,104万円　

　企業会計予算
37億9,362万円　

　合計
1,116億3,466万円　

平成22年度当初予算


